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令和 6年度から、国の強度行動障害者支援施策が大きく変わりました。私は、強度行動障害支援者養成研修が
スタートする前段から、研修プログラム作成や調査研究に携わっており、この変化は喜ばしく思う反面、乗り越え
る壁の大きさも感じています。
強度行動障害者支援の人材養成は、生活介護、障害者支援施設、共同生活援助等の直接支援現場で活躍する支援
員が主な対象です。はじめて支援現場に立つ人がステップアップするプロセスを、次のように考えてみます。
ステップ１：先輩の指導や手本に従いながら自ら身体を動かし、支援方法を学ぶ（事前準備含む）
ステップ２：先輩がいなくても手順書等を確認することで、適切な支援を実施する（事前準備含む）
ステップ３：支援の継続による利用者の変化を理解し、今後の計画に活かす（記録の整理と解釈）
ステップ４：具体的な手順書等の作成や修正を行い、周囲の支援員への周知・理解を求める
ステップ５：当事者目線から望ましい生活に向けての中長期のプランの立案と支援体制の構築を図る
強度行動障害支援者養成研修や新しい中核的人材養成研修は、ステップ２～ステップ４に相当するプログラムで
す。ステップ５は、サービス管理責任者や相談支援専門員といったケースマネジメントに相当するスキルです。問
題は、ステップ１です。
塗装工なら、現場で先輩からの指導を受けながら、刷毛やローラー等の用具の管理や施工スキルを、実際の現
場でOJT（On the Job Training）を通して学ぶことになります。その後、施工後の品質の見極め、気候や現場環
境の違いによる応用技術を取得し、プロの塗装工に育っていきます。強度行動障害者支援においても、「標準的な
支援」が実装されている支援現場では、同様のOJT が実施されているはずです。一方、標準的な支援のない（ス
テップ１のOJTが難しい）現場では、研修でステップ２以降から初めて学ぶことになります。不安です。
発達障害・知的障害のある人の支援現場では、年々、人材確保が難しくなってきています。同時に、人材養成の
基盤となるべき、最初のOJTの重要性も増しています。 （日本発達障害連盟　常務理事　志賀利一

直接支援現場における
人材養成の基盤を考える

私たちは、世界の知的障害・発達障害のある人々が、障害のない人と
共に参加する共生社会の実現を目指しています。公益社団法人 日本発達障害連盟
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井之上 寿美 氏
島田療育センターはちおうじ

          神経小児科　医師

子ども達の発達について、保護者をはじめ、子ども
達に関わる多くの支援者の方々を対象として、身体の
発達、心の発達などから、発達に特性を有する場合の
気づきや理解と支援について、就学前～就学後の流れ
を踏まえて、療育診療に関わる小児科医の視点から
お伝えしたいと考えています。
前半で講義、後半で事例検討を予定しています。

( 故 ) 玉井 邦夫 氏
（公財）日本ダウン症協会 前代表理事
（公社）日本発達障害連盟 前理事

西澤 由佳子 氏

※ビデオ出演

こん小児科クリニック
臨床心理士、公認心理士

　子どもの発達支援と家族支援がどのような関連性を
もっているのかについて、家族システムという考え方
に基づいて理解していきます。前半は玉井先生がお亡
くなりになる前にオンラインセミナーを実施した際の
ビデオを手掛かりに西澤先生に深めていただき、後半
は事例検討を予定しています。

  ９：５５　               開会
１０：００～11:40　  井之上 寿美氏 講義
１１：４０～１２:３０　 質疑応答
１２：３０～１３：３０　昼休憩
１３：３０～１４：００　アイスブレイク
１４：００～１５：００　事例検討
１５：１０～１５：４０　グループ発表
１５：４０～１６：１０　質疑応答

  ９：３０～１１：１０　ビデオ　玉井 邦夫氏 講義
1１：２０～１２：３０　西澤 由佳子氏 講義　
１２：３０～１３：３０　昼休憩
１３：３０～１４：００　アイスブレイク
１４：００～１５：００　事例検討
１５：１０～１５：４０　グループ発表
１５：４０～１６：１０　質疑応答

子どもの見立てと
家族支援の重要性

～発達支援の本質を理解し共に成長しよう～

2025 9.13（土） ～9.14（日）
会　場

参加費

北とぴあ　1601 会議室　東京都北区王子 1-11-1
一　　般　　１７，５００円
会員価格　　１５，７５０円

※準会員・賛助会員にご入会いただきますと
　10％割引が適用されます。（人数制限あり）

子どもの見立て 家族支援の重要性

定
員 100 名

スケージュール

１
日
目

２
日
目

※２日間の連続セミナーとなります

支援者としての育ちを確実なものにしていくために、ともに解決していくチームの一員として自分が機能するという
ことの大切さを重視します。それには子どもの見立て、そして子どもをとりまく環境の中で最も影響力が大きいと考え
られるのが家族システムだということの理解を深めていきます。今回のセミナーでは井之上先生に医療現場での視点から
のヒントをいただき、西澤先生には 2020 年に開催したオンラインセミナーで講演いただいた故玉井先生のビデオに
エッセンスを入れていただき、事例検討では現場感を共有することで明日からの支援に役立つ場になればと思います。
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　　支援者
を伸ばす実践セミナー
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